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対象者

利用者負担

対象者

利用者負担

対象者

利用者負担

利用者負担

対象者

利用者負担

対象者

対象者

対象者

ゆうゆうサロン
（地域支援事業・介護予防 
　　　　一般高齢者事業）

食の自立支援
サービス

（配食サービス）

生活支援
住宅改修費補助

高齢者
ホームヘルプ
サービス事業

在宅介護者
ねぎらい手当

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

緊急通報装置

平成21年度  粕 屋 町

【問い合わせ】

地域の公民館などにおいて、
仲間といっしょに楽しく「粕
屋転ばん体操」などを定期
的に行い、午後は、レクリ
エーションやゲームをし、介
護予防に取り組みます。

65歳以上の比較的元気
な高齢者などで、ご自分
で来所可能な人 

調理をすることが困難な
高齢者などに対して自宅
に配食サービスを行い、
利用者の安否確認を行い
ます。下記の４業者に委託
しています。 
・緑の里 
・老人給食センター 
・がやがや給食サービス 
・宅配クック ワン・ツー・
  スリー

65歳以上の虚弱及び心
身の障がい、並びに疾病
などにより調理困難な高
齢者のみの世帯など

１食330円又は400円  

おおむね65歳以上の、寝
たきりや認知症高齢者の
家庭を理美容師が訪問し、
理髪サービスを行います。
  

一部負担があります。

在宅の高齢者などの世帯
に対し、介護予防のため
自宅での転倒防止などを
目的に、住宅改修費の一
部を補助します。

介護保険要介護認定を受
けていない65歳以上の
高齢者がいる住民税非課
税世帯

・改修に要した額の８割
・補助限度額 100,000円
・事前に申請必要

日常生活に何らかの不安
がある高齢者などにホー
ムへルパーを派遣し、在
宅生活を支援します。家事
援助を中心に、自立にむ
けての手助けを行います。

おおむね65歳以上の虚
弱高齢者のみの世帯で、
介護保険法による非該当
者など

一部負担があります。

在宅の要介護高齢者など
を常時介護している介護
者の労をねぎらうために
支給します。

次のいずれにも該当する人
・介護保険要介護認定で
要介護４以上と判定さ
れた高齢者などの同居
介護者

・介護対象期間を連続す
る４か月間とし、その
２分の１以上を在宅で
介護している人

年度間に３回まで申請でき
ます。(1回 30,000円）

寝具の衛生管理が困難な
在宅高齢者などに、洗濯
や乾燥消毒のサービスを
年２回行います。

介護保険要介護認定で要
介護４以上と判定された
高齢者など

なし

急病や災害などの緊急時に
迅速適切な対応ができるよ
うに、一人暮らし高齢者で
常時見守りが必要な方に緊
急通報装置を設置します。

・おおむね65歳以上の
一人暮らし虚弱高齢者
で、見守りを行う人が
いない方

・携帯電話などの通信手
段で緊急通報を行うこ
とが困難な方

なし

障がい者などの世帯
も対象になります。

障がい者、難病患者
などにも同様の事業
があります。

重度障がい者なども
対象になります。

一人暮らしの重度身
体障がい者なども対
象になります。

粕屋町介護支援課　☎９３８－２３１１
高齢者支援係（内線552、555）、 地域包括支援センター係（内線556、559、560）

訪問理髪サービス

障がい(児)者なども
対象になります。

大隈区公民館

江辻区公民館

戸原区公民館

長者原下区公民館

内橋３区公民館

花ヶ浦区公民館

乙仲原西区公民館

原町区公民館

阿恵区公民館

粕屋町福祉センター

上大隈公民会館

江辻山会館

長者原中区公民館

内橋１区公民館

長戸区公民館

乙仲原東区公民館

若宮区公民館 

柚須文化センター

サンライフ区公民館
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粕屋町青年団は団員を募集しています。 
興味のある方は、kasuya_seinen@yahoo.co.jp 
までお気軽にご連絡ください。 
 

● ● 

総
会
・
退
団
式 

決
起
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

５月の行事予定 

会員一日研修旅行
3学級合同開講式
　　10：00～　サンレイクかすや
新旧役員歓送迎会
　　12：00～　サンレイクかすや
独り暮らし高齢者弁当作り（支部長ＯＢ）
　　8：30～　サンレイクかすや
あいさつ運動 7:50～ 各小中学校

　

３
月
14
日
（
土
）、
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
に
て
平
成
20
年
度
粕
屋
町
青

年
団
総
会
を
執
り
行
い
ま
し
た
。
多

く
の
来
賓
の
方
々
に
ご
出
席
い
た
だ

き
、
昨
年
度
の
活
動
を
ま
と
め
、
新

年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

６
年
間
の
締
め
く
く
り
と
な
る
退

団
式
で
は
、
退
団
者
が
涙
を
浮
か
べ

な
が
ら
最
後
の
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、

皆
真
剣
な
表
情
で
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
時
間
を
共
有
し
、
支
え
て

6日(水) 
9日(土) 

 
 
 

14日(木) 
 

15日(金) 

消費者食品衛生モニター講習会 
3月5日(木) 13：30～ サンレイクかすや 

　3役出席 

社会教育関係団体等連絡会議 
3月6日(金) 19：00～ サンレイクかすや 

　正副会長2名出席 
各団体から20年度の活動報告があり情報交換が
出来ました。 

3学級合同反省会 
3月7日(土) 10：00～ サンレイクかすや 

　支部長さん方の学級活動発表があり、来年度
に向けた要望など意見交換が出来ました。 

粕屋南部消防職員意見発表会 
3月8日(日) 9：30～ 久山町「レスポアール久山」 

　3役 支部長 9名出席
　消防士の体験発表は、私たちが知らない所で
活発な活動がなされていることに驚きました。
安全・安心して生活できるのも皆さんのおかげ
だとあらためて知ることができ感動しました。

あいさつ運動 
3月16日(月) 7：50～ 各小中学校 

　婦人会が長年続けているあいさつ運動
　日常の触れ合いがたいせつだなぁと思いました。

婦人会総会 
3月22日(日) 10：00～ サンレイクかすや 

　町長さんをはじめ、多くのご来賓のご出席
をいただき会員100名以上の参加のもとで、
平成20年度の総会を終えることができました。
退任される、安部・八尋副会長をはじめ各支
部長の皆さ
ん、お疲れ
さまでした。

い
た
だ
い
た
先
輩
方
の
退
団
は
、
と

て
も
さ
び
し
く
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

心
機
一
転
気
を
引
き
締
め
、
今
年
一

年
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

３
月
29
日
（
日
）、
新
入
団
員
を

迎
え
て
新
し
い
青
年
団
が
ス
タ
ー
ト

し
、
大
川
小
学
校
に
て
、
球
技
や
リ

レ
ー
な
ど
プ
チ
運
動
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
新
役
員
の
所
信
表
明
や
、
新

団
員
の
自
己
紹
介
な
ど
も
行
い
、
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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昨年の粕屋町文化祭での出展風景

部　

の　

紹　

介

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア

ハ
ワ
イ
ア
ン 

フ
ラ

プ
ル
メ
リ
ア
戸
原

　

広
報
か
す
や
４
月
号
で
、
３
教
室

（
英
会
話
サ
ー
ク
ル
、
粕
屋
ダ
ン
ス

サ
ー
ク
ル
、
粕
屋
ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー

ク
ル
）
を
紹
介
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
た
に
「
写
団
粕
屋
」
11
名
が
新
会

員
に
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
の
黒
木
氏
を
始
め
、
会
員
の

多
く
の
方
が
糟
屋
郡
美
術
展
の
入
賞

の
実
績
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
芸
術
祭
の
展
示
部
門
の
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
７
日
（
土
）、
文
化
協
会
役

員
一
同
９
名
は
門
司
・
下
関
方
面
の

研
修
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

　

明
治
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
、

「
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
」
を
見
て
回

り
、
仙
崖
の
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い

る
「
出
光
美
術
館
」
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
「
レ
ト
ロ
地
区
」
は
赤
レ
ン
ガ
の

明
治
の
洋
館
が
多
く
、
日
本
が
西
欧

化
に
か
け
た
「
思
い
」
が
し
の
ば
れ

ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、「
平
家
物
語
」
で
お

な
じ
み
の
赤
間
神
宮
を
訪
れ
、
こ
こ

壇
ノ
浦
で
滅
亡
し
て
い
っ
た
平
家
一

門
の
す
さ
ま
じ
い
合
戦
の
さ
ま
を
想

像
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
藤
博
文
と
李
鴻
章
が

「
日
清
講
和
条
約
」
を
し
た
と
い
う

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。 

No.208 

由
緒
あ
る
「
春
帆
楼
」
の
最
上
階
で

瀬
戸
内
海
を
見
な
が
ら
、
昼
食
を
と

り
、「
明
治
」
も
「
春
帆
楼
」
も
、
な

か
な
か
経
験
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

で
あ
っ
た
と
、
会
員
一
同
、
感
激
い

た
し
ま
し
た
。

　

粕
屋
の
文
化
に
ち
ょ
っ
ぴ
り
プ
ラ

ス
に
な
っ
た
か
な
ー
と
い
う
研
修
の

旅
で
し
た
。

　

マ
ン
ボ
、
ジ
ル
バ
、
ジ
ャ
イ
ブ
、

チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
、
サ
ン
バ
、
パ
ソ
ド

ブ
レ
、
ブ
ル
ー
ス
、
タ
ン
ゴ
、
ワ
ル

ツ
、
ス
ロ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
ト
ロ
ッ
ト
、

ク
イ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
、
ル
ン
バ…

新
教
室
紹
介 

 

写

団

粕

屋

 

役
員
研
修
旅
行 

　

ダ
ン
ス
に
は
、
た
く
さ
ん
の
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
い
リ
ズ
ム
で
踊

り
ま
す
。

　

美
容
と
健
康
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
。
毎

週
、「
１
時
間
半
」
体
を
動
か
す
と
、

軽
快
な
体
に
な
り
ま
す
。

　

初
め
て
の
方
。
昔
踊
っ
て
い
た
方

も
、
ぜ
ひ
見
学
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
７
時
20
分
〜

●
練
習
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
問
い
合
わ
せ

　

印　

和
子
☎（
９
３
８
）
５
１
５
４

　

フ
ラ
は
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
や
愛
す

る
気
持
ち
を
全
身
で
表
現
し
、
優
し

く
お
お
ら
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
踊
り

で
す
。

　

ハ
ワ
イ
ア
ン
の
音
楽
に
合
わ
せ
、

体
を
動
か
す
こ
と
で
心
癒
さ
れ
、
元

気
を
与
え
て
く
れ
る
た
め
、
年
齢
に

関
係
な
く
誰
で
も
気
軽
に
続
け
ら
れ

ま
す
。
踊
る
こ
と
で
背
筋
も
ピ
ン
と
、

若
さ
を
保
て
ま
す
。

　

年
に
数
回
文
化
協
会
の
発
表
会
や
、

地
域
の
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

和
気
あ
い
あ
い
の
楽
し
い
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
方
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日　

毎
週
月
曜
日

　

午
後
８
時
〜
午
後
10
時

●
練
習
場
所　

戸
原
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ

　

長　

廣
子
☎（
９
３
８
）
２
６
７
５

　

長　

信
子
☎（
９
３
８
）
１
１
４
１
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No.101

　

今
回
の
も
の
作
り
セ
ミ
ナ
ー
は

古
布
を
利
用
し
た
布
草
履
作
り
で

定
員
40
名
、
２
日
間
（
２
月
21
日
、

28
日
）
の
講
習
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
者

６
名
は
、
講
師
の
補
助
者
と
し
て

参
加
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は

皆
さ
ん
、
つ
ま
先
と
か
か
と
の
形

を
丸
く
整
え
る
の
に
四
苦
八
苦
し

な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
作
っ
て
い

ま
し
た
。
鼻
緒
を
付
け
て
出
来
上

が
っ
た
時
は
、
と
て
も
う
れ
し
そ

K
V
C
も
の
作
り

（
布
草
履
作
り
）

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

う
で
し
た
。
草
履
は
、
日
本
の
文

化
で
あ
り
、
こ
う
い
う
形
で
継
承

し
て
い
く
こ
と
、
そ
し
て
布
草
履

は
誰
で
も
楽
し
み
な
が
ら
簡
単
に

作
れ
、
し
か
も
布
の
リ
サ
イ
ク
ル

で
あ
り
な
が
ら
、
出
来
上
が
れ
ば

り
っ
ぱ
な
作
品
と
な
り
ま
す
。
す

ば
ら
し
い
も
の
作
り
だ
と
思
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
の
も
の
作
り
セ
ミ

ナ
ー
は
と
て
も
良
い
企
画
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
多
く

の
人
が
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　

中
川
む
つ
子

　

１
月
20
日
（
火
）
県
立
図
書
館

で
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
の
読
書
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
・
交
流
会
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
福
岡
東
部
地
区

を
中
心
に
、
子
ど
も
の
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
か
か
わ
っ
て
い

る
者
の
研
修
と
交
流
会
で
し
た
。

　

午
前
中
は
春
日
市
「
き
り
ん
文

庫
か
す
が
」
の
徳
永
明
子
氏
を
講

師
と
し
て
「
子
ど
も
の
心
を
ひ
き

研
修
会
並
び
に
交
流
会

に
参
加
し
て

つ
け
る
絵
本
・
長
く
読
み
継
が
れ

て
き
た
絵
本
の
魅
力
」
に
つ
い
て

の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
少
し
は

絵
本
の
こ
と
な
ど
知
っ
て
い
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
お
話
を
聞
け
ば

聞
く
ほ
ど
奥
が
深
く
学
ん
だ
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
午
後

は
Ａ
朗
読
の
時
間
（
低
学
年
・
高

学
年
）Ｂ
授
業
の
時
間
（
ブ
ッ
ク

ト
ー
ク
）
に
別
れ
、
事
例
発
表
後

交
流
会
が
あ
り
ま
し
た
。
交
流
会

で
は
、
学
級
と
の
関
係
の
悩
み
、

本
の
選
び
方
の
難
し
さ
な
ど
い
ろ

ん
な
意
見
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
あ

り
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
の
訪

問
の
話
を
し
ま
し
た
。「
５
名
で
良

く
活
動
が
出
来
ま
す
ね
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

若
い
方
々
が
子
ど
も
読
書
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
が
ん
ば
っ
て
活
動
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
ま

し
た
。

　

私
た
ち
は
少
々
年
齢
を
重
ね
て

い
ま
す
が
、「
ひ
ま
わ
り
」
ら
し

く
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
、

学
ば
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

お
は
な
し
会
ひ
ま
わ
り

は
る
こ

※このコーナーについての連絡・問い合わせは、YOSAKOI かすや祭り実行委員会まで  ☎938－2311 担当：中山

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs

◆かすやよさこい in バラまつり◆

◆新曲練習会◆

　かすや祭りのPRと町内の踊り子の交流をかねての毎年恒例の

野外イベントです。

　バラの鑑賞ついでにぜひお立ち寄りください。

日　時　５月２０日、２７日
　　　　６月３日、１０日、１７日、２４日
　　　　いずれも水曜日　19：20～21：00
会　場　かすやドームサブアリーナ
参加費　１回１００円
※室内用運動靴を持参ください。

●日時　５月１０日（日）　10：50～15：00
●会場　駕与丁公園交流広場

　昨年、筑前かすや一番隊がお披露目した新曲
「かすや天龍ちぎり舞」を多くの人に広めたい。
そんな思いをこめて練習会を開催します。少々
ハードな踊りですが、商工花火大会や高知よさこ
い祭りにも参加できますので、この機会にチャレ
ンジしてみませんか。
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.62

平
成
21
年
度
第
48
回

通
常
総
会
の
ご
案
内

平
成
21
年
度
福
岡
県
制
度

融
資
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

《
粕
屋
夏
の
祭
典
》

第
８
回
粕
屋
町
商
工
花
火

大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

経
営
な
ん
で
も
相
談
会
開
催

　

粕
屋
町
商
工
会
通
常
総
会
・
記

念
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日　

５
月
24
日
（
日
）

▽
講
演
会　

午
後
１
時
20
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
２
時
50
分

　

講　

師　

朝
川
兼
行
氏

　

テ
ー
マ　

満
ち
足
り
た
食
生
活

　
　
　
　
　

の
落
し
穴

　
（
ど
な
た
で
も
無
料
で
、
聴
講 

　

 

で
き
ま
す
）

▽
総
会　

午
後
３
時
〜
午
後
５
時

（
商
工
会
員
の
み
）

●
会
場　

商
工
会
館
２
階　
　
　

　
　
　
　

大
会
議
室

※
車
で
お
越
し
の
際
は
、
粕
屋
フ

ォ
ー
ラ
ム
前
、
有
料
駐
車
場

（
最
初
の
３
時
間
は
無
料
）
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
操

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
開
催
日
時　

５
月
20
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

※

相
談
は
無
料
で
す
。
ご
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
商
工
会

　

☎（
９
３
８
）
２
４
５
６

　

粕
屋
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て

町
民
の
皆
さ
ま
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
「
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
18
日
（
土
）

　

午
後
６
時
〜　

イ
ベ
ン
ト
開
始

　

午
後
８
時
〜　

打
ち
上
げ
開
始

　

雨
天
の
場
合　

翌
19
日
（
日
）

●
会
場　

粕
屋
町
駕
与
丁
公
園

●
主
催　

粕
屋
町
商
工
会

＊
詳
細
は
７
月
発
刊
の
商
工
会
会

報
「
か
す
や
21
」
又
は
新
聞
折

り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
主
な
改
正
事
項

▽「
緊
急
経
済
対
策
資
金
」
の
融
資

限
度
額
が
一
億
円
に
引
き
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

▽
他
の
制
度
資
金
か
ら
「
緊
急
経

済
対
策
資
金
」
へ
の
借
り
換
え

対
象
枠
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

▽「
経
営
革
新
支
援
資
金
」
の
受
付

機
関
と
し
て
、
金
融
機
関
の
ほ

か
に
、
商
工
会
・
商
工
会
議
所

も
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

＊
詳
細
は
粕
屋
町
商
工
会
又
は
福

岡
県
経
営
金
融
課

　

☎（
６
４
３
）
３
４
２
４
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

日
曜
パ
パ
と
マ
マ
の

た
ま
ご
学
級
（
両
親
学
級
）

の
ご
案
内

　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
で
は
月
に

2
回
『
パ
パ
と
マ
マ
の
た
ま
ご
学
級

（
両
親
学
級
）』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
お
仕
事
の
た
め
平
日
に
は

な
か
な
か
参
加
が
で
き
な
い
と
い
う

声
も
多
く
聞
き
ま
す
。

　

今
回
、
第
一
子
妊
娠
中
の
ご
夫
婦

を
対
象
と
し
て
日
曜
日
に
『
日
曜
パ

パ
と
マ
マ
の
た
ま
ご
学
級
』
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
講
演
や
妊
娠
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
用
い
た
妊
婦
体
験
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
入
れ
の
説
明
、
子

育
て
支
援
事
業
の
紹
介
な
ど
を
行
い

ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

 

●
日
時
・
内
容

　

６
月
14
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

　

午
後
０
時
30
分
終
了
予
定

▽
講
演　

午
前
10
時
か
ら
１
時
間
程

　

度
▽
妊
婦
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂

　

入
れ
コ
ー
ナ
ー

▽
子
育
て
支
援
事
業
の
紹
介

●
対
象
者　

第
一
子
を
妊
娠
中
（
出

産
予
定
日
：
７
月
中
旬
〜
10
月
ご

ろ
）
の
ご
夫
婦
、
ご
家
族
（
対
象

者
の
方
に
は
通
知
い
た
し
ま
す
）

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
裏
）

●
参
加
申
込
み
方
法

　

６
月
１
日
（
月
）〜
6
月
11
日

（
木
）
ま
で
に
お
電
話
又
は
粕
屋

町
健
康
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
（
粕
屋
町

国
保
健
康
課
）

　

☎（
9
3
8
）
2
3
1
1

　

内
線
5
2
4

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が

育
て
る
赤
ち
ゃ
ん
の
心

〜
出
会
い
は
胎
内
か
ら
〜
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３ 

月 

の 

行 

事

５月の行事予定 

■
３
月
定
例
理
事
会

３
月
３
日
（
火
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

次
の
こ
と
を
議
題
に
話
し
合
い

ま
し
た
。

▽
新
会
員
の
加
入
促
進
。

▽「
に
こ
に
こ
運
動
健
康
教
室
」
の

申
込
み
に
つ
い
て
。

▽「
愛
の
一
声
運
動
」
の
協
力
に
つ

い
て
。（
実
績
の
報
告
を
）

▽
４
月
１
日
か
ら
実
施
の
「
か
す

や
ド
ー
ム
の
利
用
方
法
」
に
つ

い
て
、
粕
屋
町
社
会
教
育
課
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
る
（
町
発

行
の
利
用
書
を
提
示
し
、
１
回

１
０
０
円
で
利
用
可
）。

■
平
成
20
年
度
第
２
回
社
会
教

　

育
関
係
団
体
等
連
絡
会
議

３
月
６
日
（
金
）
午
後
７
時

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　

安
河
内
副
会
長
・
河
野
事
務
局

1日(金) 
 

7日(木) 
 

14日(木) 
 

27日(水） 
 

新旧会長・女性部長の歓送迎会 
　　　　　　　　　　 （宇部方面） 
5月定例理事会 
　10：00　粕屋町福祉センター 
町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会 
　粕屋町中央スポーツ公園 
郡老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会 
　宇美町 
 

長
出
席

　

初
め
に
、
粕
屋
町
社
会
教
育
課

職
員
か
ら
平
成
21
年
度
の
社
会
教

育
行
事
計
画
及
び
関
係
団
体
と
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
、
各
団
体
か

ら
平
成
20
年
度
事
業
内
容
及
び
平

成
21
年
度
の
取
組
並
び
に
各
団
体

の
懸
案
事
項
や
問
題
点
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
連
絡
会
議
を
通
じ
て
感
じ

た
こ
と
は
、
各
団
体
と
も
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
か
か
え
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
次
の
３
点
に
要

約
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

第
１
は
、
組
織
の
強
化
・
会
員

加
入
の
促
進
。

　

第
２
は
、
団
体
間
の
相
互
協
調
・

連
携
の
強
化
。

　

第
３
は
、
地
域
に
根
付
い
た
ま

た
、
地
域
と
共
同
し
た
活
動
の
強

化
。

　

そ
の
他
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
各
団
体
と
も

問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
今
後
活

動
を
強
化
す
る
こ
と
を
確
認
し
て

会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。（
安
河
内

敏
春
老
ク
連
副
会
長
記
）

■
第
30
回
消
防
職
員
意
見
発
表

　

会３月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分

レ
ス
ポ
ア
ー
ル
久
山

　

後
藤
会
長
、
嶋
田
・
安
河
内
副

会
長
出
席

　

粕
屋
南
部
消
防
署
職
員
３
名
、

中
部
消
防
署
職
員
３
名
、
須
恵
町

消
防
団
分
団
長
及
び
久
山
町
副
分

団
長
計
８
名
に
よ
る
意
見
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
火
災
予
防
に
対

し
て
の
実
体
験
の
ほ
か
、
救
急
体

制
の
実
情
・
救
急
車
の
使
用
に
お

け
る
問
題
点
な
ど
を
訴
え
て
あ
り

ま
し
た
。

■アクセスマップ

交流広場

粕屋町バラまつり
【メイン会場】駕与丁公園展望広場

5/10(日) 10：00～16：00

かすやよさこい i n バラまつり（雨天中止）

●問い合わせ　粕屋町環境課公園緑地係
　　　　　　　☎938－2311　内線492

第５回

○オープニングセレモニー（10：00～）
　粕屋中学校ブラスバンド
○バラ苗・園芸資材の販売
○バラ育成相談
○子ども向け遊具（フアフア）
○地元物産販売やお食事処も用意
○和太鼓
○ウインドオーケストラ　ほか

【サ ブ 会 場】かすやドーム交流広場

グラウンド
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たいひか

たいひか 

　　料金　・予防注射手数料　3 , 0 5 0円（ワクチン代2,500円、注射済票550円）
　　　　　・登録手数料　3 , 0 0 0円（登録済みの犬は不要）
　　　◎おつりがいらないようにお願いいたします。
　※狂犬病ワクチン接種を受けた場合、まれに重い副作用が出る場合が
　　あります。副作用については、最寄りの動物病院でお尋ねください。

5/27 
（水） 

5/28 
（木） 

5/29 
（金） 

班 

1 

1 

1 

2 

2 

2 

場　所 開始 

10：00 
11：00 
13：10 

14：10 

終了 

10：40 
11：50 
13：50 

14：50 

班 場　所 開始 終了 

10：00 
10：40 
11：20 
13：10 
14：20 

10：20 
11：00 
11：50 
14：00 
14：50 

10：00 
11：10 
13：10 
13：50 
14：30 

10：50 
11：50 
13：30 
14：10 
14：50 

10：00 
10：40 
11：30 
13：10 
14：00 

10：20 
11：10 
11：50 
13：40 
14：50 

10：00 
11：00 
13：10 

14：10 

10：30 
11：50 
13：50 

14：50 

10：00 
11：00 
13：10 
13：50 
14：30 

10：40 
11：50 
13：30 
14：10 
14：50 

●飼い犬の狂犬病予防集団注射を実施します 
　～狂犬病予防注射は毎年受けなければなりません～ 

●ゴミを減らし、リサイクルしよう。

酒 殿 区 公 民 館 
甲 仲 原 区 公 民 館 
上 大 隈 公 民 会 館 

粕 屋 町 役 場 裏 

朝 日 区 公 民 館 
長 福 公 園 
中央スポーツ公園 
志 賀 神 社 
原 町 大 池 公 園 
阿 恵 公 園 
長者原中区公民館 
川 原 防 火 用 水 前 
乙仲原西区公民館 
柚須文化センター 

Ｊ Ｒ 門 松 駅 前 
葛葉ごみ集積所前 
粕 屋フォーラム前 
なかのはら防災公園 
花ヶ浦区公民館前広場 
江 辻 区 公 民 館 
柚須文化センター 
大 隈 区 公 民 館 

粕 屋 町 役 場 裏 

内 橋 一 区 公 民 館 
戸 原 区 公 民 館 
内 橋 三 区 公 民 館 
内 橋 二 区 公 民 館 
若 宮 区 公 民 館 

【日程表】 

●分ければ資源、混ぜればゴミ 
　木材からつくられた紙類、鉄やアルミからつくら
れた缶類など、私たちの生活のもととなっている資
源には限りがあります。これらを混ぜて捨ててしま
えばただのゴミとなり、ゴミの量が増え、資源の量
が減ってしまいます。 
　しかし、私たちがきちんと分別すれば、リサイク
ルされ、新たな資源として生まれ変わることができ
るのです。ゴミを減らすため、そ
して限りある資源を有効に利用す
るために分別に協力しましょう。 

●生ゴミの出し方と堆肥化

【生ゴミの出し方】
　生ゴミを燃えるゴミとして出すときには、水気を十
分に切るようにしましょう。
　現在、燃えるゴミは「クリーンパークわかすぎ」に集
められ、乾燥を行い、リサイクル発電所で
固形燃料として再生利用されています。固
形燃料化にするためには、家庭から出るゴ
ミの水分量（35～45％）を２％程度までに
減らす必要があり、多くの経費がかかって
います。水分をカットすることで重量も減

●リサイクルボックスの活用 
　現在、各地域に23か所のリサイクルボックスを設置
し、新聞・雑誌・ダンボール・古着などを行政区・育
成会・PTA・婦人会・老人クラブなどの各団体が集
団回収に取り組んであります。また、役場駐車場内２
か所にもリサイクルボックスを設置し、住民の方がい
つでも出せるようになっています。 
　各家庭から持ち寄った資源を回収業者に渡し、町が
団体に古紙類回収奨励金を出してリサイクル活動のバ
ックアップを行っています。ゴミの排出量を削減し、
資源循環型社会を目指しましょう。 

●問い合わせ 
　粕屋町環境課 
　☎938－2311 
　（内線492・493・494） 

　生ゴミは、可燃ゴミの中で最も大きな割合を占めています。 

り、住民一人当たりのゴミの量を減らすことができます。

【生ゴミの堆肥化】
　生ゴミをリサイクル（再生利用）して、堆肥を作り
ましょう。
　専用容器などを使えば、１か月程で堆肥をつくるこ
とができます。住民の方が簡単にできる処理方法で、
リサイクルを実感しましょう。町指定の生ゴミ発酵処
理容器（2,950円）を購入されますと、1,400円を補
助いたします。
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～安全安心、まちづくり粕屋町～ 

粕 屋 町 安 全 速 報  

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１内線２２５ 

防犯パトロールを実施し、 
地域で子どもを守りましょう。 

防犯ボランティア会員募集防犯ボランティア会員募集防犯ボランティア会員募集
●対　象　町内に在住・在勤・在学の18歳以上の人で、町内を原則週１回以上パトロール

出来る個人及び団体

●申込み　住所・勤務先や通学先などを証明できるもの（運転免許証・学生証など）を持っ

て、粕屋町役場総務課生活防災係（粕屋町役場２階）に直接申し込んでくださ

い。申込み時に希望をとって、後日パトロール用の帽子、腕章などを渡します。

●その他　万が一の事故に備えてボランティア保険に加入します。（費用は、町が負担しま

す。）パトロール中に発生した事故は、保険契約内容により補償されます。

「
初
心
者
弓
道
教
室
」
を 

開
催 

      
― 

弓
道
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か 

― 

　

粕
屋
弓
友
会
（
粕
屋
町
体
育
協
会

弓
道
部
）
で
は
、
初
心
者
の
た
め
の

「
弓
道
教
室
」
を
開
き
ま
す
。 

●
期
日　

５
月
９
日
（
土
）
か
ら
毎

週
土
曜
日
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

全
10
回 

●
場
所　

か
す
や
ド
ー
ム
弓
道
場 

●
対
象　

15
歳
以
上
の
人 

●
定
員　

10
名
（
先
着
順
） 

●
受
講
料　

三
千
六
百
円
（
弓
道
場

使
用
料
と
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
含

む
） 

●
服
装　

運
動
の
出
来
る
軽
装
と
足

袋
又
は
靴
下 

●
申
込
期
限　

５
月
７
日
（
木
） 

●
問
い
合
わ
せ 

　

松
本　

☎(

９
３
８) 

４
８
０
８ 

　

下
村　

☎(

９
４
８) 

１
２
８
２ 

　ボランティアの方々による防犯パトロールや見守り活動などが地域

全体の犯罪抑止に大変効果があります。

　地域社会での連携が、「安全・安心まちづくり」に大きな役割
を果たしています。

　自主防犯活動では、防犯パトロール、防犯広報、環境浄化、防犯

指導・防犯診断、子どもの保護・誘導、危険箇所の点検などいろい

ろな活動が行われています。

　あいさつ、声かけや散歩、買い物時のパトロール、通学路の立番

活動などは、人の目を確保することにより犯罪を抑止しますし、防犯

灯の点検や落書きの消去などの環境浄化活動は、犯罪企図（企てを謀る）者を寄せ付けな

いなどの犯罪抑止効果があります。

　安全で安心して暮らせる地域社会を実現するためには、地域の人たちが「自分たちの
安全は、自分たちで守る」という意識で自主防犯活動に参加し、防犯の輪を広げるこ
とがとても大事です。

き   と
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◆
福
岡
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相
談 

お役立ち情報 

火元まで運んでから
安全ピンに指をかけ
上に引き抜く

火元まで運んでから
安全ピンに指をかけ
上に引き抜く

火元まで運んでから
安全ピンに指をかけ
上に引き抜く

ホースをはずして
火元に向ける
ホースをはずして
火元に向ける
ホースをはずして
火元に向ける

レバーを強く握って
噴射する
ほうきで掃くように
消火する

レバーを強く握って
噴射する
ほうきで掃くように
消火する

レバーを強く握って
噴射する
ほうきで掃くように
消火する

【
維
持
と
管
理
】

▽
耐
用
年
数
は
？

　

消
火
器
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
も

異
な
り
ま
す
が
、
耐
用
年
数
は
ラ

ベ
ル
に
表
示
さ
れ
て
お
り
、
お
お

む
ね
８
年
で
す
。

▽
点
検
は
？

　

消
火
器
は
使
用
し
な
く
て
も
、

年
数
が
た
っ
て
く
る
と
機
能
が
劣

っ
て
く
る
の
で
日
ご
ろ
の
点
検
が

必
要
で
す
。

●
点
検
箇
所

・
ラ
ベ
ル
に
標
示
さ
れ
て
い
る
耐
用

年
数
は
過
ぎ
て
い
な
い
か
。

・
本
体
容
器
に
錆
や
変
形
は
無
い
か
。

・
ホ
ー
ス
に
ひ
び
割
れ
や
つ
ま
り
は

無
い
か
。

・
ゲ
ー
ジ
付
き
の
も
の
は
圧
力
計
の

針
の
位
置
が
正
常
範
囲
に
あ
る

か
。

【
使
い
方
】 

　

い
ざ
と
い
う
時
に
使
え
る
よ
う
に 

し
っ
か
り
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

     

火
災
は
最
初
の
消
火
が
大
事 

〜
消
火
器
あ
れ
こ
れ
〜 

 

こんな 消火器は 危ない 

●
救
急
出
場
件
数
は
、
６
、５
４
６

件
、
こ
れ
は
約
80
分
に
１
回
の
割

合
で
救
急
車
が
出
場
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

●
１
年
間
に
救
急
車
で
運
ば
れ
た
人

の
数
は
、
６
、０
５
３
人
、
こ
れ
は

住
民
約
31
人
に
１
人
が
搬
送
さ
れ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
運
ば
れ
た
人
の
う
ち
、
入
院
の
必

要
の
な
い
軽
症
の
方
が
２
、６
１
２

人
で
約
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
の

救
急
隊
の
数
は
、
４
隊
で
、
１
件

の
救
急
事
象
に
か
か
る
時
間
は
、

平
均
で
約
71
分
で
す
。

　

救
急
隊
４
隊
が
一
斉
に
出
場
す
る

回
数
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
ん
な
と

き
本
当
に
救
急
車
を
必
要
と
す
る
け

が
や
急
病
が
発
生
し
た
と
き
、「
救

え
る
命
」
を
救
え
な
く
な
り
ま
す
。

　

軽
症
者
の
な
か
に
も
、
子
ど
も
の

よ
う
に
様
態
が
急
変
す
る
場
合
も
あ

り
、
一
概
に
言
え
ま
せ
ん
が
、
救
急

車
の
正
し
い
利
用
に
つ
い
て
今
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
20
年
中
の
管
内
６
町（
志
免
・
宇
美
・
須
恵
・
粕
屋
・
篠
栗
・
久
山
）で
発
生
し
た

救
急
出
場
の
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を 

　

夜
間
の
小
児
患
者
が
多
い
午
後
７
時
〜
午
後
11
時
に
小
児
の
急
な

病
気
、
ケ
ガ
な
ど
に
関
す
る
電
話
相
談
を
♯
８
０
０
０
（
県
下
同
一
の

短
縮
番
号
）
又
は
専
用
電
話
に
よ
り
、
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

●
福
岡
地
域
セ
ン
タ
ー　

☎（
７
２
５
）
２
５
４
０

相 　 談 　 窓 　 口  

子どもの急な病気（発熱、下痢、吐く、けいれん、ひきつけなど） 

福岡県小児救急医療電話相談へ
♯８０００（県下同一短縮番号）又は専用電話番号

看護師、又は必要に応じて小児科医が
保護者からの相談に対応します。

直ぐに、１19番
するようにすすめ
る。

医療機関に行く 
ようにすすめる。 

心配ないと思うが、 
何かあれば、医療機 
関に行くようにすす 
める。 

緊急に対応する必要 
はないと思うので、昼 
間かかりつけ医に行く 
ようにすすめる。 

電話相談の流れ 

北九州地域 
センター 

福岡地域 
センター 

筑後地域 
センター 

筑豊地域 
センター 



26

毎週 

 

月3回 

毎週 

水　彩 

ジャズダンス 

歌の愛好会 

茶道（裏千家） 

パッチワーク

パソコン

日　舞

生花（池坊）

絵手紙

自力整体整食法

フラダンス

茶道（裏千家）

太極拳

習　字

19：00～21：00 

 

 

19：00～21：30 

20：00～22：00 

川口　　貢 

井手　芳弘 

 

久江　武男 

土屋　宗玄 

川口　　貢 

山中　千里 

牟田　和枝 

吉村　解枝 

清水　京子 

621-1348 

691-1172 

 

935-8709 

611-4916 

◎毎週水曜日は休館日となっております。

粕屋町立柚須文化センター　☎６２１－１７７５ 

空　　 手 
（ふれあい会館） 

（大谷あかね） 
090-2507-5764 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

第5週は 
休み 

16：00～17：00 (幼稚園） 
17：10～18：30 (小学生） 

16：20～17：20 (幼稚園） 
17：30～18：30 (小学生） 
18：30～19：30 (中学生） 

19：00～20：10 
20：15～22：00 

ジャザサイズ 
（ジャズ＋エアロ） 

電　話 代表者 講師名 夜 午後 午前 曜日 講座名 

毎週 月・水・金 

月 

火 

木 

金 

土 

10：00～13：00 

10：45～12：15 

10：00～14：00 

10：00～16：00  

中村　晶子 

泉　媛賀花 

松井　澄枝 

木村　辰也 

佐藤　眞弓 

原田香代子 

森﨑　宗春 

山下　麗奈 

萩尾日出生 

堀江　由美 

 

森　智江子 

木村よ志子

中村　晶子

原　フミ子

山方チカシ

川口ヒトミ

中岡　晶子

田中花津子

合瀬　廣子

山田　沙織

菅　志津子

堀江　由美

宮脇あけみ 

939-3918

622-8835

611-9198

621-8723

621-1348

624-4748

939-3766

629-6481

938-2009

621-3669

629-5167

090-7161-4533 

13：30～15：30 

15：00～18：30 

10：30～11：30 

19：30～21：30 

19：00～22：00 

20：00～21：30 

 

 

20：00～22：00 

第1・第3 

第1・第3 

 

第2・第4 

第1・第3 

 

 

第1・第3 

毎週 

キッズダンス 
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障
害
者
手
帳
の
カ
バ
ー

が
統
一
さ
れ
ま
す

　

福
岡
県
の
身
体
障
害
者
手
帳
、
療

育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
カ
バ
ー
の
色
が
、
平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら
、
青
色
に
統
一
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
グ
レ
ー
や
緑
色
の
カ
バ
ー

を
お
持
ち
の
方
は
、
青
色
の
カ
バ
ー

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
粕
屋
町
役
場
住

民
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
の
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
従
来
の
手
帳
カ
バ
ー
は
そ

の
ま
ま
で
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま

す
。

※
福
岡
市
や
北
九
州
市
、
他
県
が
交

付
し
た
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の

方
は
、
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
改
正
前
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳

　
　
　
　
　
　
　

第
一
種　

青
色

　
　
　
　
　
　
　

第
二
種　

グ
レ
ー

　

療
育
手
帳　
　

第
一
種　

青
色

　
　
　
　
　
　
　

第
二
種　

グ
レ
ー

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
色

〈
改
正
後
〉

　

身
体
障
害
者
手
帳　
　
　

青
色

　

療
育
手
帳　
　
　
　
　
　

青
色　

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳　

青
色

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
住
民
福
祉
課
障
害
者
福
祉

　

係　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
４
１
４
・
４
１
５

　

水
道
メ
ー
タ
ー
器
の
使
用
有
効
期

間
は
、
計
量
法
に
よ
り
８
年
間
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
効
期
間

が
満
了
す
る
前
に
、
町
が
委
託
し
た

左
記
指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
月
は
、
町
内
全
域
で
φ
20
㎜
以

上
を
ご
使
用
で
、
有
効
期
限
が
近
づ

い
た
お
宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

　

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎（
６
２
１
）
９
９
２
８

　

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
４
５
７
６

　

長
設
備
工
業

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
７
１
３
５

　

㈱
倉
田　

☎（
９
３
８
）
２
７
０
８

　

松
山
工
業
㈱

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
２
２
４
５

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　

交
換
の
お
知
ら
せ

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
担
当
の
委

託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な
ど

を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

直
接
各
担
当
の
委
託
業
者
へ
電
話

し
て
い
た
だ
く
か
、
粕
屋
町
上
下

水
道
課
☎（
９
３
８
）
２
３
１
１
内

線
４
５
５
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

就
学
援
助
の
お
知
ら
せ

　

こ
の
制
度
は
、
粕
屋
町
立
の
小
中

学
校
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
家
庭

で
、
経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

な
場
合
、
保
護
者
に
対
し
学
校
給
食

費
な
ど
の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
で
す
。

●
援
助
項
目

　

○
学
校
給
食
費

　

○
学
用
品
費
の
一
部

　

○
修
学
旅
行
費

　

○
医
療
費
（
特
定
疾
病
）

　

○
そ
の
他

●
援
助
を
受
け
ら
れ
る
家
庭

 (

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合)

ア　

生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保
護
の

　
　

停
止
、
又
は
廃
止

イ　

市
町
村
民
税
の
非
課
税

ウ　

市
町
村
民
税
の
減
免

エ　

国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
又
は

　
　

徴
収
猶
予

オ　

児
童
扶
養
手
当
法
に
よ
る
児
童

扶
養
手
当
の
受
給

カ　

生
活
福
祉
資
金
に
よ
る
貸
付
け

　
　

を
受
け
て
い
る

キ　

前
年
中
の
当
該
世
帯
の
平
均
月

収
が
、
生
活
保
護
基
準
生
活
費

の
１
・
３
倍
以
下

ク　

そ
の
他

●
申
請
の
手
続

　

各
学
校
及
び
粕
屋
町
役
場
学
校
教

育
課
に
申
請
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
添
付
の
上
、
粕
屋
町
役
場

学
校
教
育
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
締
切
り
日

　

６
月
19
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
学
校
教
育
課

　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１

　

内
線
２
４
２
・
２
４
４

《
人
権
擁
護
委
員
の
日
》

「
全
国
一
斉
特
設
人
権

相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す

〜
人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
町
の

　

相
談
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
〜

　

あ
な
た
の
悩
み
を
人
権
擁
護
委
員

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
１
日
（
月
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
町
の
身
近
な
相
談
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
る
人
権
擁
護
委
員
が
、

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
近
隣
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の

方
々
で
す
。

●
人
権
擁
護
委
員

　
　

森　

紘
さ
ん

　
　

八
尋
須
恵
子
さ
ん

　
　

澤
田
初
美
さ
ん

　
　

岩
田
敏
之
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
総
務
課
庶
務
係

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　

内
線
２
２
３
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粕
屋
町
次
世
代
育
成

支
援
対
策
地
域
協
議
会

委
員
募
集

　

平
成
17
年
３
月
「
粕
屋
町
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
（
前
期
）」
を
作

成
し
、「
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
」
を
目
指
し
て
、
家
庭
で
は

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
地
域
で

は
次
の
世
代
を
慈
し
み
は
ぐ
く
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い
う
願
い
で
、

住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
り
「
子
ど

も
と
と
も
に
育
つ
ま
ち
・
粕
屋
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
平
成

22
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
後
期
計
画

策
定
に
向
け
た
準
備
と
し
て
、
ニ
ー

ズ
調
査
の
集
計
を
し
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
策
定
な
ど
に
か

か
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い

た
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
で
協
議

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
応
募
要
領　

応
募
用
紙
に
記
入
の

上
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ⅹ
で
ご
応
募

く
だ
さ
い
。（
応
募
用
紙
は
、
子
育

て
支
援
課
に
あ
り
ま
す
）

●
募
集
締
切　

５
月
29
日
（
金
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
内
容　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
に

向
け
た
具
体
的
な
取
組
な
ど
を
含

め
た
計
画
を
作
成
し
、
推
進
・
評

価
を
し
て
い
く
（
会
議
は
平
日
の

昼
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
委
員
任
期　

２
年

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

　

粕
屋
町
役
場
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

　

子
育
て
支
援
課

　

〒
８
１
１
ー
２
３
９
２　

粕
屋
町

駕
与
丁
１
丁
目
１
番
１
号

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１　

　

内
線
５
２
３
・
５
２
９

　

F
A
X
（
９
３
８
）
２
４
１
５

自動車税の納期限は 
６月１日(月)です 

̶必ず納期限内に納めましょう̶ 

　納税通知書は5月８日(金)に発送予定です。納

税通知書が届かない場合や何かお尋ねがござい

ましたら、県税事務所へお問い合わせください。

　また、住所が変わったとき・自動車を他人に

譲ったとき・使用を中止したときなどは、早め

に陸運支局での手続を済ませましょう。

●問い合わせ 
　福岡県東福岡県税事務所 
　収税３課自動車税係 
　　福岡市東区箱崎1ー18ー1 
　　☎641－0236・0237 

母
子
家
庭
の
母
又
は

寡
婦
の
方
の
就
業
支
援

講
習
会
開
催

①「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
」
講
習
会

●
期
間　

５
月
26
日
（
火
）〜
６
月

５
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
午
後

９
時　

平
日
夜
間
８
日
間
（
延
べ

24
時
間
）

●
定
員　

20
名
（
定
員
オ
ー
バ
ー
の

場
合
抽
選
、
応
募
数
半
数
以
下
は

中
止
の
場
合
あ
り
）

●
会
場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

O
A
ル
ー
ム
（
春
日
市
原
町
３
ー

１
ー
７
）

●
託
児　

有
（
１
歳
〜
６
歳
ま
で
の

就
学
前
の
子
ど
も
）

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
約
３
、
０
０
０
円
程

度
自
己
負
担
）

●
締
切
日　

５
月
14
日
（
木
）
必
着

②「
パ
ソ
コ
ン
中
級
」
講
習
会

●
期
間　

６
月
９
日
（
火
）〜
６
月

19
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
午
後

９
時　

平
日
夜
間
８
日
間
（
延
べ

24
時
間
）

●
定
員　

20
名
（
定
員
オ
ー
バ
ー
の

場
合
抽
選
、
応
募
数
半
数
以
下
は

中
止
の
場
合
あ
り
）

●
会
場　

春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

O
A
ル
ー
ム
（
春
日
市
原
町
３
ー

１
ー
７
）

●
託
児　

有
（
１
歳
〜
６
歳
ま
で
の

就
学
前
の
子
ど
も
）

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て
約
５
、
０
０
０
円
程

度
自
己
負
担
）

●
締
切
日　

５
月
25
日
（
月
）
必
着

●
問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
母
子
家
庭

等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

春
日
市
原
町
３
丁
目
１
ー
７　

ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階　

☎（
５

８
４
）
３
９
３
１
（
福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会
内
）

粕
屋
町
町
民

　
　

囲
碁
・
将
棋
大
会

　

第
19
回
粕
屋
町
囲
碁
・
将
棋
大
会

(

粕
屋
町
文
化
協
会
主
催)

を
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

町
内
在
住
の
同
好
者
は
、
ふ
る
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
特
に
学
生
歓
迎
）

●
日
時　

６
月
21
日(

日)

　

午
前
９
時
受
付

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
競
技
方
法

　

一
、
５
ク
ラ
ス　

高
段
者
か
ら
10

　
　
　

級
ま
で

　

二
、
リ
ー
グ
戦　

５
試
合

　

三
、
対
戦
時
間　

一
試
合
60
分

●
対
象
者　

粕
屋
町
在
住
者

●
会
費　

一
般　

１
，
５
０
０
円

　
　
　
　

学
生　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生　
　

５
０
０
円

●
申
込
み　

６
月
10
日(

水)

ま
で
に

　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
窓
口
又
は
福

　

祉
セ
ン
タ
ー
窓
口
へ

●
問
い
合
わ
せ

　

囲
碁　

伴　

勝
宣

　
　
　
　

☎（
９
３
８
） 

２
７
５
３

　

将
棋　

岩
田　

均

　
　
　
　

☎（
６
１
１
） 

５
５
４
５
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粕
屋
町
役
場
の
人
事

　

３
月
31
日
付
で
、
次
の
方
が
退
職

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

長
い
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

◎
退
職

▽
伴
久
子
（
大
川
保
育
所
園
長
）

▽
長
芳
次
（
都
市
整
備
課
課
長
）

▽
後
藤
仁
美
（
仲
原
保
育
所
園
長
）

▽
尾
上
加
代
子
（
中
央
保
育
所
園
長
）

▽
安
川
典
男
（
介
護
支
援
課
課
長
）

▽
原
田
順
子
（
中
央
幼
稚
園
園
長
）

▽
因
裕
子
（
西
幼
稚
園
主
任
教
諭
）

　

４
月
１
日
付
で
職
員
を
採
用
し
、

同
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

◎
新
規
採
用

▽
八
尋
早
見
（
社
会
教
育
課
主
事
）

▽
小
西
遊
太
（
都
市
整
備
課
主
事
）

▽
川
畑
知
美
（
仲
原
幼
稚
園
教
諭
）

▽
甲
斐
奈
保
子
（
中
央
幼
稚
園
教
諭
）

▽
一
ノ
瀬
由
佳
（
大
川
幼
稚
園
教
諭
）

▽
林
マ
ス
ミ
（
中
央
幼
稚
園
教
諭
）

◎ 

異
動　
（　

）
内
は
旧
所
属
で
す
。

【
総
務
課
】▽
課
長
補
佐
兼
生
活
防

災
係
長　

山
口
芳
裕
（
総
務
課
生

活
防
災
係
長
）

【
財
政
課
】▽
会
計
管
理
者
兼
財
政

課
参
事　

満
行
貞
夫
（
財
政
課
長
）

▽
課
長　

田
代
眞
（
財
政
課
課
長

補
佐
兼
財
政
係
長
）▽
課
長
補
佐

兼
財
政
係
長
兼
管
財
係
長　

箱
田

彰
（
財
政
課
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）

【
会
計
課
】▽
課
長
補
佐
兼
出
納
係

長　

伴
修
治
（
会
計
課
出
納
係
長
）

【
企
画
課
】▽
課
長
補
佐
兼
企
画
係

長
兼
合
併
対
策
係
長　

安
川
喜
代

昭
（
企
画
課
企
画
係
長
兼
合
併
対

策
係
長
）▽
主
任
主
事　

吉
田
勉

（
住
民
福
祉
課
主
任
主
事
）

【
住
民
福
祉
課
】▽
課
長　

柴
田
和

明
（
学
校
給
食
共
同
調
理
場
所
長
）

【
介
護
支
援
課
】▽
課
長　

清
武
稔

（
介
護
支
援
課
課
長
補
佐
兼
高
齢

者
支
援
係
長
兼
認
定
給
付
係
長
）

▽
課
長
補
佐
兼
資
格
管
理
係
長
兼

高
齢
者
支
援
係
長
兼
認
定
給
付
係

長　

瀧
本
信
吾
（
介
護
支
援
課
課

長
補
佐
兼
資
格
管
理
係
長
）

【
都
市
整
備
課
】▽
課
長　

工
藤
龍

一
（
都
市
整
備
課
課
長
補
佐
兼
都

市
計
画
係
長
）▽
課
長
補
佐
兼
工

務
係
長
兼
維
持
係
長　

因
光
臣

（
都
市
整
備
課
維
持
係
長
）▽
都
市

計
画
係
長　

山
本
浩
（
都
市
整
備

課
工
務
係
長
）

【
学
校
給
食
共
同
調
理
場
】▽
所
長

　

天
野
譲
二
（
住
民
福
祉
課
長
）

【
保
育
所
】▽
大
川
保
育
所
園
長　

上
久
保
俊
子
（
西
保
育
所
主
任
保

育
士
）▽
大
川
保
育
所
主
任
保
育

士　

村
瀬
み
や
子
（
大
川
保
育
所

保
育
士
）▽
大
川
保
育
所
保
育
士

　

毛
利
昌
子
（
仲
原
保
育
所
保
育

士
）▽
仲
原
保
育
所
園
長　

橋
口

順
子
（
仲
原
保
育
所
主
任
保
育

士
）▽
仲
原
保
育
所
主
任
保
育
士

小
橋
和
代
（
仲
原
保
育
所
保
育

士
）▽
仲
原
保
育
所
保
育
士　

中

村
美
由
紀
（
中
央
保
育
所
保
育

士
）▽
中
央
保
育
所
園
長　

古
賀

静
子
（
中
央
保
育
所
主
任
保
育

士
）▽
中
央
保
育
所
主
任
保
育
士

　

山
口
優
子
（
中
央
保
育
所
保
育

士
）▽
中
央
保
育
所
主
任
保
育
士

　

有
隅
志
津
代
（
西
保
育
所
保
育

士
）▽
西
保
育
所
主
任
保
育
士　

牛
島
比
呂
美
（
大
川
保
育
所
主
任

保
育
士
）▽
西
保
育
所
主
任
保
育

士　

吉
武
順
子
（
西
保
育
所
保
育

士
）▽
西
保
育
所
保
育
士　

山
内

美
和
子
（
中
央
保
育
所
保
育
士
）

▽
西
保
育
所
保
育
士　

古
原
祥
代

（
大
川
保
育
所
保
育
士
）

【
幼
稚
園
】▽
中
央
幼
稚
園
園
長　

藤
本
愛
子
（
仲
原
幼
稚
園
園
長
）

▽
仲
原
幼
稚
園
園
長　

青
木
知
香

（
仲
原
幼
稚
園
主
任
教
諭
）▽
仲
原

幼
稚
園
主
任
教
諭
事
務
取
扱
い　

高
井
博
章
（
西
保
育
所
保
育
士
）

▽
大
川
幼
稚
園
教
諭　

安
河
内
恵

子
（
仲
原
保
育
所
保
育
士
）▽
西

幼
稚
園
主
任
教
諭
事
務
取
扱
い　

田
中
紀
子
（
大
川
保
育
所
保
育

士
）▽
西
幼
稚
園
教
諭　

黒
瀬
富

美
（
大
川
幼
稚
園
教
諭
）

手
話
入
門
講
座
の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

粕
屋
町
手
話
の
会
と
の
共
催
で
、
初

心
者
の
た
め
の
手
話
入
門
講
座
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理

解
と
手
話
の
す
そ
の
を
広
げ
る
目
的

で
開
催
し
、
入
門
講
座
を
修
了
し
た

方
は
、
手
話
の
会
に
入
会
し
活
動
を

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

６
月
８
日
（
月
）〜
９
月

２
日
（
水
）
週
２
回
（
月
曜
日
・

水
曜
日
）（
全
24
講
座
）

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
時
間　

午
後
７
時
20
分
〜
午
後
８

時
50
分

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
１
，
２
０
０
円
自
己
負
担
）

●
定
員　

20
名
（
全
講
座
出
席
で
き

る
方
、
先
着
順
）

●
受
付
開
始　

５
月
７
日
（
木
）〜

　

申
込
用
紙
は
、
受
付
開
始
日
か
ら
粕

屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
準
備
し
ま
す
。

　

※
電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

粕
屋

町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎（
９
３
８
）
６
８
４
４

地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い

会
計
管
理
者
が
設
置
さ
れ

ま
し
た

　

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
18
年
法
律
第
53
号
）
の

施
行
に
伴
い
、
従
来
の
特
別
職
で
あ

る
収
入
役
制
度
を
廃
止
し
、
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら
一
般
職
の
会
計
管

理
者
を
置
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
町
税
・
使
用
料
な

ど
の
払
込
取
扱
票
と
郵
便
振
替
口
座

の
加
入
者
名
、
納
入
通
知
書
・
領
収

書
、
金
融
機
関
の
口
座
振
替
及
び
本

町
か
ら
の
物
品
購
入
代
金
等
の
口
座

振
込
み
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
粕
屋

町
収
入
役
」（
又
は
、「
粕
屋
町
収
入

役
職
務
代
理
者
」）
か
ら
、「
粕
屋
町

会
計
管
理
者
」
に
変
更
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
変
更
前　

粕
屋
町
収
入
役

　
　
　
　
　

松
永　

孝
志

●
変
更
後　

粕
屋
町
会
計
管
理
者

　
　
　
　
　

満
行　

貞
夫

●
実
施
日　

平
成
21
年
４
月
１
日
か

　

ら
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ひ　
　
　
　
　

ひ
そ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

め　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ　

す　
　

し
や　
　
　
　
　

ふ

〔
俳
句
〕

笹
鳴
き
や
赤
き
頭
巾
の
石
地
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

芽
木
の
雨
湖
を
鶏
鳴
抜
け
て
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

菜
の
花
や
一
直
線
に
柩
車
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

土
塀
よ
り
覗
く
人
影
梅
真
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

ジ
ャ
ズ
・
タ
ン
ゴ
・
ワ
ル
ツ
も
混
る

春
一
番　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

蕊
多
き
花
さ
く
ら
ん
ぼ
乳
母
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

蔵
の
口
開
か
れ
し
ま
ま
蕗
の
薹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

葱
の
香
の
残
る
野
良
着
で　

孫
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

山
頭
火
足
跡
忍
ぶ
春
の
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

春
め
い
て
友
よ
り
旅
の
誘
い
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

春
愁
の
十
六
羅
漢
興
禅
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

ま
っ
す
ぐ
に
空
見
て
こ
ぶ
し
花
開
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

雛
飾
る
坂
の
湯
の
街
石
畳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

春
暁
や
さ
え
ず
る
鳥
に
背
伸
び
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

夕
茜
街
の
カ
ラ
ス
が
西
へ
飛
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
か
つ
代

草
餅
や
母
の
一
言
想
い
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因　
　

俊
子

辛
夷
咲
く
木
立
の
上
の
空
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

佇
ず
み
て
花
の
香
り
に
深
呼
吸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

白
鷺
の
佇
む
水
辺
春
近
し　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因　
　

秀
子

土
を
捏
ね
夫
婦
湯
呑
や
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

潜
む
も
の
い
ざ
出
よ
池
の
桜
舞
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

鶯
の
ひ
と
声
硬
き
背
の
伸
び
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

天
井
に
太
陽
揺
ら
ぐ
朝
寝
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　
　

次
郎

古
寺
や
道
案
内
の
寒
椿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
喜
久
代

白
魚
や
並
び
て
食
み
し
友
偶
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

朧
な
る
下
水
工
事
の
注
意
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

母
の
日
や
ワ
イ
ン
レ
ッ
ド
の
灯
と
語

る　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

平
和
な
り
こ
た
つ
う
た
た
寝
文
庫
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
よ
し
子

霊
場
の
札
所
〳
〵
の
山
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

蕗
の
と
う
生
き
て
る
し
る
し
春
の
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子

〔
川
柳
〕

鬼
は
外
つ
い
で
に
福
も
出
て
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
星
多
資
子

糸
通
す
針
を
か
ざ
し
て
勘
だ
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
宮
み
ど
り

嬰
児
み
な
希
望
の
こ
ぶ
し
握
り
し
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

も
み
じ
の
手
や
が
て
は
叛
く
宝
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

ち
び
っ
子
の
瞳
に
王
様
は
裸
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

酔
う
夫
は
脈
絡
も
な
く
言
い
訳
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

心
音
の
聴
こ
え
る
手
紙
読
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

老
老
介
護
脈
が
と
き
ど
き
嘘
を
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
海　

与
一

ド
キ
ド
キ
と
あ
の
子
の
前
は
急
ぎ
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子

名
コ
ン
ビ
や
す
し
き
よ
し
が
な
つ
か

し
い　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

争
っ
た
オ
バ
マ
支
え
て
組
む
コ
ン
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢
原
と
よ
お
き

新
婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
で
高
視
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

二
人
三
脚
夫
唱
婦
随
の
泣
き
笑
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

夕
映
え
に
ス
キ
ッ
プ
し
た
く
な
る
コ

ン
ビ　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

舞
台
裏
夫
婦
止
め
て
も
な
お
コ
ン
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

浮
き
沈
み
老
後
を
の
せ
た
泥
の
舟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

泥
試
合
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
遺
産
分

け　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

古
里
に
蛍
の
育
つ
泥
が
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

田
返
し
の
機
械
の
後
に
サ
ギ
が
つ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

募
金
箱
小
銭
の
出
番
レ
ジ
の
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

節
子

不
況
風
小
銭
ば
か
り
の
札
参
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本
八
重
子

〔
短
歌
〕

手
の
ひ
ら
に
明
日
の
倖
わ
せ
夢
み
つ

つ
歩
こ
う
強
く
踏
み
し
め
な
が
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

柿
芽
吹
き
巨
峰
の
蔓
も
萌
え
初
め
て

振
り
返
る
目
に
土
筆
背
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・

短
歌
を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書

で
作
品
・
掲
載
希
望
月
と
連
絡
先

（
電
話
番
号
）
を
書
い
て
、
掲
載
希

望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に
郵
送
か

直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２

　

３
１
１
・
内
線
２
３
３

　

５
月
18
日
（
月
）
か
ら
24
日
（
日
）

ま
で
は
、
春
の
行
政
相
談
強
調
週
間

で
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕

事
な
ど
に
つ
い
て
の
苦
情
や
お
問
い

合
わ
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
で
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
、
行

政
の
し
く
み
、
手
続
に
関
す
る
相
談

の
受
付
、
相
談
者
へ
の
助
言
を
関
係

行
政
機
関
へ
通
知
し
て
、
そ
の
解
決

の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
で
は
、
左
記
の
と
お
り
定

例
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
予
約
の
必
要
も
な
く
、

秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
１
火
曜
日(

原
則)

　
　
　

※
今
月
は
、
５
月
12
日(

火)

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
行
政
相
談
委
員　

鳥
飼
裕
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
初
美
さ
ん

●
問
い
合
わ
せ

　
　

粕
屋
町
総
務
課
庶
務
係

　
　
　
　
　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
２
２
３

春
の
行
政
相
談
強
調

週
間
の
お
知
ら
せ
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ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

●
日
時　

５
月
８
日
（
金
） 

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時 

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や 

　

研
修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の

　

前
） 

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ 

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７ 

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６ 

　

川
口
學
ま
で 

御
　

礼
 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名 

寄　

贈　

主 

亡
く
な
ら
れ
た
方 

居

住

地
 

年
齢 

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
） 

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。 

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。 

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。 

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

町の人口 
人　口　 

21年 

20年 

19年 

男 女 世帯数 
3月末現在 

21　年 

前年対比 

77件 

－16件 

0人 

±0人 

97人 

－30人 

2月末現在 町内の交通事故発生状況 

発生 
発　生 
件　数 死者数 負傷者数

区分 

５月の税金  41,050

40,134

39,149

20,410

20,001

19,504

20,640

20,133

19,645

16,388

15,903

15,450

国民健康保険税　第1期 

固定資産税　　　第１期 
軽自動車税　　　全　期 
国民健康保険税　第２期 

４月の 
税　金 

納め忘れていませんか 

ゴールデンウィークの 
休日急患診療実施診療所一覧 

■ゴールデンウィークの休日急患診療を、 
　下記のように実施いたします。 
※診療時間はいずれも午前9時～午後5時です。 

※休日在宅当番医が変更になる場合もあります。 
　事前に病院などへ確認してください。 
※内科・小児科は、内科のみ・小児科のみとなる場 
　合があります。 

期 日

5/3 (日)

5/4 (月)

5/5 (火)

5/6 (水)

期 日

町 名

志免町

粕屋町

篠栗町

粕屋町

町 名 

病院名 

仲原病院 

片井整形外科病院 

篠栗病院 

福岡青洲会病院 

病院名 

電話番号

621-2802

938-4860

947-0711

939-0010

電話番号 

〈外　科〉 

〈内科・小児科〉〈歯科〉

5/3 (日)

5/6 (水)

～
 粕屋中南部休日 

診療所 久山町 652-3119 

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談 

　

相
続
・
遺
言
、
任
意
後
見
、
尊
厳

死
宣
言
、
離
婚
給
付
・
年
金
分
割
な

ど
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
も
公
証

人
に
公
正
証
書
を
作
成
し
て
も
ら
っ

て
お
く
と
安
心
で
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
に
つ
い
て
、
公
証
人
（
法
務
大
臣

に
任
命
さ
れ
た
裁
判
官
や
検
察
官
な

ど
の
経
歴
を
有
す
る
法
律
の
専
門

家)

が
、
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

５
月
20
日(

水)

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
（
要
予
約
）

　

相
談
１
件
あ
た
り
30
分

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
２
階
23
会
議

　

室
●
予
約
先　

博
多
公
証
役
場

　

☎(

４
０
０) 

２
５
６
０

　

担
当　

松
尾
書
記

　

予
約
は
、
５
月
18
日(

月)

午
後
５

時
に
締
め
切
り
ま
す
。

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

戸
原
区 

戸　

原 

髙
木
由
紀
子 

髙
木　

茂
人 

62 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

花
ヶ
浦
区

花
ヶ
浦
長
寿
会

花
ヶ
浦

豊
田　

愛
子

豊
田　

廣
見

89

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

甲
仲
原

藤
井　

元
子

藤
井　

年
雄

81

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

花
ヶ
浦 

都
倉
美
佐
子 

都
倉　

照
治 

76 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
下

正
木　

照
代

正
木　

ア
サ

103

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会 

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ 

上
大
隈 

須
賀　

慶
二 

須
賀
美
代
子 

58 

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
上
長
寿
双
葉
会

長
者
原
上

田
代
ウ
メ
ノ

田
代
太
美
夫

85

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

樋
口　

政
直

樋
口　
　

勝

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

阿
恵
区

阿
恵
区
老
人
ク
ラ
ブ

阿　

恵

伊
藤　

幹
雄

伊
藤
ヨ
シ
ヱ

94

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒　

殿

安
河
内
弘
文

安
河
内
佐
紀

27

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
東

伴　

ヒ
サ
子

井
上
フ
サ
ヱ

94

長
戸
区
長
寿
会

長　
　

戸

村
上　

光
儀

村
上　

ツ
ヨ

98

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

乙
仲
原
西
区
老
人
ク
ラ
ブ

乙
仲
原
西

井
上　

𠮷
彦

井
上　
　

傅

97
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６月上旬の行事予定表６月上旬の行事予定表６月上旬の行事予定表６月上旬の行事予定表

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考 日／曜日 

行　事　内　容 時　間 場　所 備　　　　　　　　　考日／曜日

平成21年5月1日発行　編集・発行/粕屋町企画課広報広聴係　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁一丁目1番1号 　☎938-2311　印刷/（有）メイタク印刷

※三種混合・MR（麻しん・風しん混合)・日本脳炎・二種混合予防接種は、県内指定医療機関で接種できます。 
※ポリオ投与は予約制です。電話又は健康センター窓口でお申し込みください。☎938-2311(内線524・525・526) 

５月の行事予定表５月の行事予定表５月の行事予定表

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

おたのしみ園庭開放 10:00～11:30 中央保育所 砂あそび

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

ＢＣＧ接種 12:50～13:45 健康センター おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭で遊ぼう

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 親子クッキング（パン作り）定員20名　申込先☎（939）6111

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

10か月児健診、ブックスタート 13:00～13:45 健康センター 平成20年7月生まれの児

子育て広場 10:00～12:00 仲原保育所 砂場・泥遊び

３歳児健診 12:50～13:30 健康センター 平成18年4月生まれの児

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編） 10:00～11:30 健康センター 赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

2歳児歯科健診 13:10～13:50 健康センター 平成19年1月生まれの児

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 室内・戸外あそび

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

ウォーキング日 9:30　　　　 健康センター 町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

パパとママのたまご学級（ママ編） 10:00～11:30 健康センター 妊娠中のからだの変化・食事について

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

ポリオ投与 12:50～13:45 健康センター 予約制です

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

子育て支援 10:00～11:00 大川保育所 園庭で遊ぼう

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 共同製作（雨模様）

4か月児健診 13:00～13:45 健康センター 平成21年1月生まれの児

交通事故・犯罪などの住民相談 10:00～12:00 粕屋町役場 防災会議室

1歳6か月児健診 12:50～13:40 健康センター 平成19年10月生まれの児

大腸がん･喀痰検体提出日 9:00～11:30 健康センター 5月20日・21日・23日に容器を持ち帰られた方

健康相談 9:00～12:00 役場玄関ホール 

親子オープンルーム 10:00～12:00 健康センター 乳幼児

特設人権相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

行政相談 10:00～12:00 福祉センター 

心配ごと相談 10:00～15:00 福祉センター 弁護士は午前中のみ

赤ちゃん相談 13:00～15:30 健康センター 1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

子育て支援イベント 11:00～12:30 わかば保育園 英語であそぼう

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします

国保特定健診 8:30～11:00 健康センター 予約された方には通知いたします 

8　(金)

13　(水)

18　(月)

19　(火)

21　(木)

23　(土)

25　(月)

26　(火)

27　(水)

29　(金)

1　(月)

2　(火)

3　(水)

7　(日)

8　(月)

11　(月)

12　(火)

14　(木)

15　(金)

20　(水)

28　(木)




